
J. Natl. Inst. Public Health, 73 (1) : 2024 63
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編　集　後　記

「保健医療科学」では，第 68 巻より，第 1号において，日本の公衆衛生分野の最新のトピックと国立保健医療科学院
のそれらへの貢献を国際発信することを目的とした全文英文による特集を発行しており，本号はその 6回目である．本
号のトピックスは，患者の苦難と闘争，過労死・過労自死，地域共生社会と地域包括ケア，介護現場での安全，疫学研
究で，いずれも歴史的な経緯を踏まえて現状と課題を詳細に論じており，今後の研究や実践を推進する上で大いに参考
になる内容であった．
歴史は重要である．歴史を知らないと「これってそもそも何だっけ？」，「わからない」，「じゃあ，いらないか」となって，

これまでせっかく築き上げてきたものを失ってしまう恐れがある．現在や未来の情報は増加させることが可能であるが，
過去の情報は増加することはなく，忘却などによって減少してしまう．そうならないように，これまでに起こった出来
事は意識的に記録されなければならない．これまでを踏襲するにしても，変革するにしても，過去の歴史を知らなければ，
未来の選択はできないのである．

（公衆衛生政策研究部　武村真治）




